

























考え方が浸透しつつある｡ 平成29年 1月からは､ セル









平成27年 4月から ｢特定保健用食品 (トクホ)｣ とは








































岩 崎 雄 介
星薬科大学 総合基礎薬学教育研究部門
Strategy of foodomics analysis for determination of
functional food components
Yusuke IWASAKI












け､ 米国のNCI (国立がん研究所)､ PBH (農作物健康
増進基金) およびCDC (疾病予防管理センター) は､
野菜や果物を 1日 5種類以上摂取することを目標とす
る ｢5 A day｣ を1991年から提唱している 7)｡ 現在では､
WHO (世界保健機構) とPBHが共催で ｢5 A day｣ に
関するシンポジウムなども開催 8) されるなど､ 世界各国
で推奨されている｡
活性酸素種 (ROS) および活性窒素種 (RNS) は疾
患､ 喫煙､ 紫外線など 9, 10) さまざまな因子によって産生
されることが知られている｡ そして､ 過剰に産生された
ROSや RNSは､ 心疾患､ 老化や発がんといったさま
ざまな疾患の発症に関与していることが示唆されている
ことから､ これらを消去できる抗酸化物質に注目が集まっ







中でも､ 茶葉に含まれるエピカテキン (EC) などのカ
テキン類や､ コーヒーなどに多く含まれるクロロゲン酸
(ChA) およびカフェイン酸 (CaA) に代表されるポリ
フェノールは特に利用されている｡ しかし､ ヨーロッパ
において､ 緑茶抽出物の医薬品が肝障害を引き起こした
































Szydlowska-Czerniakらの方法 13) を参照に､ 各種フェ
ノール性化合物のROSの消去力を､ DPPHラジカルを
用い､ マイクロウェルプレートにて吸光度を測定するこ
とで評価した｡ その結果､ Figure 1に示すように､ キ
ナ酸 (QA) を除いたフェノール性化合物14種類で､
DPPHラジカルの消去が認められ､ 抗酸化作用を有す





























ころ､ フェノール性化合物と銅の反応はその比率が2 : 1
で反応させた時に.OHの生成量が最も大きくなり､ フェ
ノール性化合物の濃度が増えるに従って､ .OHの生成
量も減弱した (Figure 2)｡ また､ FA､ QA､ Resを除
いた12種類のフェノール性化合物は 2価の銅と反応す

















結果と同様に､ FA､ QAおよび Resを除いたフェノー
ル性化合物と銅を併用することで､ 8-OHdG量の増加
が認められた (Figure 5)｡ ROSはオルト位にフェノー
ル性水酸基が配位している化合物と銅の反応によって生






食品添加物は､ 保存料､ 甘味料､ 着色料､ 香料など､





CaA, caffeic acid; ChA, chlorogenic acid; FA, ferulic acid; QA, quinic acid; Que, quercetin; Res, resveratrol; C,
catechin; CG, catechin gallate; EC, epicatechin; ECG, epicatechin gallate; GC, gallocatechin; GCG, gallocatechin











められている｡ しかし､ 食品添加物再評価の過程で､ 既
存添加物であるアカネ色素は発がん性が示唆され既存添
加物名簿から消除された｡ また､ 2013年に欧州食品安
全機関 (EFSA) は食品添加物再評価のために､ 51の食
品添加物について使用量について公的機関や事業所に対







































ン酸､ カフェイン酸､ カルノシン酸､ カテキン､ 没食子













Asc, Ascorbic acid; CaA, Caffeic acid; Car,
Carnosic acid; Cat, Catechin; ChA, Chlorogenic
acid; Eug, Eugenol; FA, Ferulic acid; GA, Gallic
acid; Gly, Glycyrrhizin; Org, g-Oryzanol; PA,
Phytic acid; Que, Quercetin; Rut, Rutin; Semin,







































える影響を調べるために､ 人工胃液中 (0.1 M HCl)




ために､ 人工胃液および PBS中で反応を行い､ 経時的
に測定を行った｡ その結果､ 全てのフェノール性化合物
は人工胃液条件下において､ 安定に存在することが確認











物について､ RNS発生能を Griess法 17) によって評価し





















置 (NMR) に適用する必要があるため､ 労力と時間を
有する｡










































存在する活性基 (アミノ基､ カルボキシル基､ フェノー
ル性水酸基など) を誘導体化し沸点を下げて測定する必
要がある｡ そこで､ メトキシアミン/ピリジン溶液と
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した理由として､ 酸化還元電位が考えられる｡ 銅 (Cu2+
/Cu+ ; +0.15 V)､ 鉄 (Fe3+/Fe2+ ; + 0.77 V)､ マンガン
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である 24)｡ そのため､ CaAとNaNO2 を併用して生成さ
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Figure 15 HILIC/MS 	
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